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１．１９年度上期進捗と下期取り組み

２．中期的な取り組み

3

2019年度 ⾒通し修正
19年度⾒通し

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み

営業利益 （億円）売上⾼ （億円）

⾞載電池 その他*

修正⾒通し
（10⽉31⽇時点）

期初公表⾒通し
（5⽉9⽇時点）

15,770
下期以降の取組み

⾞
載
機
器

• 経営体質強化への取組み
• 受注済欧州課題件名の
収益性悪化影響の最⼩化

⾞
載
電
池

• 北⽶⼯場への⽀援強化による
⽣産安定化

• 省⼈化の徹底による更なる
⽣産性・収益性の向上
（中⻑期）

[億円] 上期実績 下期⾒通し 年間⾒通し
(10/31時点)前年差 前年差 前年差 期初公表差

売上⾼ 7,472 +214 7,628 ▲346 15,100 ▲132 ▲670
調整後営業利益
（調整後営業利益率）

▲224
(▲3.0%)

▲136 ▲171
(▲2.2%)

▲141 ▲395
(▲2.6%)

▲277  ▲290

その他損益 ▲3 ▲5 ▲42 ▲37 ▲45 ▲42 -
営業利益
（営業利益率）

▲227
(▲3.0%)

▲141 ▲213
(▲2.8%)

▲178 ▲440
(▲2.9%)

▲319  ▲290

設備投資 573 +108 837 +214 1,410 +322 △190

⾞載
電池

⾞載
機器

▲440

▲150

欧州
充電器

減販
影響

固定費
削減等

(除,充電器)

営業利益 ▲290

円筒形
北⽶⼯場
⽣産性
向上未達、
国内⼯場
減販損

固定費
削減等

期初公表⾒通し
（5⽉9⽇時点）

修正⾒通し
（10⽉31⽇時点）

＊その他 他カンパニー商材販売等

15,100⾞載機器
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１．１９年度上期進捗と下期取り組み

２．中期的な取り組み

⾞載事業成⻑戦略の総括
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再挑戦事業当社⾞載事業の位置づけ

クルマとネットワークが繋がる 運転⽀援から⾃動運転へ 環境対応のため電動⾞増

快適快適 安全安全 環境環境

• デジタルAV技術・
ソフトプラットフォーム設計⼒を
武器に、コックピット商材（IVI、
HUD）を開発

• センシングデバイス/画像処理
技術を武器に、ADASの
開発を本格化

• ⻑年の⾞載電池の実績と
パワーエレクトロニクス技術を
武器に、電池/電動化関連
事業を拡⼤

当社グループの技術を⾞載事業に集中、クルマの進化に貢献

• 100年に⼀度のクルマの⼤変⾰により、当社が⾃動⾞業界に貢献できる領域が
拡⼤すると考え、⾞載事業に注⼒

IVI︓In-Vehicle Infotainment HUD︓Head-Up Display ADAS︓Advanced Driver Assistance System

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み
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⾞載事業の成⻑推移 再挑戦事業

* ⾞載機器事業には⾞載電池、クロスセル含まず。

• 「⾞載事業 売上2兆円」⽬標は2018年度にほぼ達成
• 販売拡⼤は実現するも、急拡⼤に伴い課題が顕在化

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

売上1.9兆円達成

2.1% ⾮公表 ⾮公表 ⾮公表 ⾮公表

売上⾼
(兆円)

(年度)
⾞載機器事業

⾞載機器事業*
営業利益率

◆成果

• ⾃動⾞機器サプライヤートップ10が
視野に⼊る規模に拡⼤

• インフォテインメント/⾞載電池領域での
リーディングプレーヤーに成⻑

• ADAS等の新規事業を創出
• 顧客に対峙したグローバル開⽣販体制を構築

＜⾞載機器＞ → 収益性低下
• 急激な販売拡⼤を図り、開発⼒に⽐し適正受注量を超過
• 急速な拡⼤に対し、組織の変化対応⼒追いつかずロスが頻発
• ⼀部案件で開発爆発、⼤幅な遅延が発⽣

＜⾞載電池＞
【⾓形】 電動⾞需要の急増で、短期間に⼤規模投資が集中
【円筒形】世界最⼤規模⼯場で経験のない急速⽴上げに苦戦

• 受注管理・件名管理不⼗分
• 個別最適のグローバルサプライチェーン
• 顧客要望の⾒極め不⾜で開発管理不全・効率低下

【⾓形】 需要拡⼤に迅速に対応するリソース不⾜
⇒トヨタ⾃動⾞様との事業合弁により対応⼒獲得

【円筒形】北⽶⼯場の⽣産性向上遅れ

◆顕在化した課題◆起こったこと

3.4% 0.7%

⾞載電池、デバイス商材

AMセグメント（⾞載機器・⾞載電池）
2018年度営業利益率▲0.8%

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み
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⾞載事業の取り組みロードマップ 再挑戦事業

2019年 2021年 2025年

①経営体質の徹底強化
受注済件名の収益改善 等

⾞

載

機

器

⾞
載
電
池

[⾞載機器]2021年までに経営体質改⾰を断⾏、競争⼒を活かせる領域への確実な仕込みと
将来への布⽯としてのパートナーシップを強化

[⾞載電池]着実な⽴上げ、稼働向上・電池進化で回収フェーズへ

収益性精査の徹底、
件名の獲得規模 適正化

→ 開発密度向上で競争⼒強化
②強みのある領域に集中

規模適正化

業界トップの⾼容量・低コストセルで顧客・市場に貢献⑤円筒形北⽶⼯場の
⽣産安定化

CASE進展への貢献でリードする組織能⼒の獲得③将来を⾒据えた
パートナーシップ強化

競争⼒強化によるNo.1電池の実現加速④⾓形合弁会社設⽴

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み

CASE︓Connected, Autonomous, Sharing, Electricの総称

⾞載機器事業

Copyright (C) 2019 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 
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①2021年に向けて︓経営体質の強化

• ロス最⼩化に集中、開発・プロジェクトマネジメントを
⽇本主導でテコ⼊れ・⽴直し

課題 対策

再挑戦事業

• 欧州の低収益件名は、販売終了まで収益影響が残るものの、影響を最⼩化
• 管理限界を超えたオペレーションを適正化し、体質を徹底強化

再挑戦できる経営体質に早期転換
2021年度 営業利益率5%超を⽬指す

開発マネジメント
強化

経営体質強化・
収益⼒向上

欧州課題件名
（充電器）

• アーキテクチャ設計専任チーム設置で開発効率向上
- 設計⼒強化・共⽤化設計の徹底推進
- 開発委託も含めた妥当性の検証強化

• ソフト流⽤率向上のためアーキテクチャ整合優先の開発に変⾰

• 固定費削減︓間接業務⾒直し、開発外注管理の牽制強化
• 源泉⼯程の内製化、設計⼒強化で原価⼒強化
• さらなる⾃動化・省⼈化推進での変化対応⼒強化

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み
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②2025年に向けて︓ポートフォリオマネジメントの考え⽅ 再挑戦事業

0％
売上⾼

営業利益率

18年度 25年度

注⼒領域
IVI、ADAS、HUD・⾞室空間
に注⼒

適正化領域
ディスプレイオーディオなど

• 強みを活かせる領域に集中し、収益性の精査を徹底

競争⼒徹底強化

収益性重視

IVI︓In-Vehicle Infotainment ADAS︓Advanced Driver Assistance System HUD︓Head-Up Display

注⼒
領域

適正化
領域

5％

5,000億円

※円の⼤きさは売上⾼

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み

Copyright (C) 2019 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 
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再挑戦事業②注⼒領域（IVI・ADAS）

・IVI:コネクティビティの進展に対応し、当社独⾃の知⾒を活かし、ドライバーの快適性向上に貢献
・ADAS:当社の強みを活かせる領域に絞り込み、低速ADASでニッチトップを⽬指す

⾃動
バレーパーキング

ADAS
 業界の変化
• コネクティビティの進展で

- ⾞内で取り扱う情報量が増⼤
- ソフトウェア開発量が急拡⼤

 当社の強みと顧客への貢献ポイント
• デジタルAVと家電のUXの知⾒を活⽤した

⾼い操作性と最適な情報表⽰
• プラットフォーム開発実績を活かし、

カーメーカー要望を効率的に実現

IVI

IVIコックピット
IVI︓In-Vehicle Infotainment ADAS︓Advanced Driver Assistance System

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み

 市場環境
• 30年までは運転⽀援機能が主流
• ⾼速⾛⾏および駐⾞⽀援システムが成⻑

（18年→25年で4倍）
 当社の強みと顧客への貢献ポイント
• 緊急ブレーキ、駐⾞⽀援など

「⾞両周辺」システムに集中
• ⾼性能デバイス(カメラ・ソナー)に画像処理・

通信技術をかけあわせ、⾼い検知精度を実現
• 画像処理で 規模削減

（低コスト/省電⼒）

13

再挑戦事業②注⼒領域（HMI）

• HUD:当社独⾃技術で、ドライバーの快適な運転に貢献する商材を提供
• ⾞室空間ソリューション:⾃動運転時代の移動空間の新たな付加価値を創出

SPACe_L

 市場環境
• ⾃動運転でドライバーが運転から解放
• 運転⽀援機能強化で⾞内の過ごし⽅進化

⾞室空間ソリューション

⽇産⾃動⾞様
スカイライン搭載HUD HUD表⽰例

 市場環境
• ⼤画⾯化が進む
• 市場は5倍に拡⼤

（18年→24年）
ディスプレイ サイズ⽐較

 当社の強みと顧客への貢献ポイント
• 光学技術・精密⾦型技術を活⽤した

⼩型かつ⼤画⾯化、設計⾃由度向上

HUD

19年 23年〜

「家電/くらし」 で培った「デザイン思考」を
通じてデバイスをさらに進化させ、

『⾞室空間』のイノベーターを⽬指す

HMI︓Human Machine Interface HUD︓Head-Up Display

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み

Copyright (C) 2019 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 
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再挑戦事業③⽬指す姿︓2025年以降に向けて

業界内外のパートナーシップ強化により、変化を先取りした対応を加速
移動空間の利便性・安全性・快適性の継続的な進化で、社会に貢献

Connected Autonomous Electric

・ネットワーク化でデータ処理量増加 ・運転⽀援から⾃動運転へ
・⾞室内空間デザイン・HMIの変化 ・環境対応のため電動⾞普及加速

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み

【市場の変化】
交通事故撲滅/移動空間の快適性/環境負荷低減 への要請がさらに増加

クルマのあり⽅・使われ⽅の変化が加速

CASE︓Connected, Autonomous, Sharing, Electricの総称

• CASEの進展に伴い、⾞両搭載技術が⾼度化かつ多様化
• 他社とのパートナーシップを強化し、モビリティ進化への貢献を加速

⾞載電池事業

Copyright (C) 2019 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 
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④⾓形電池事業の進捗 再挑戦事業

姫路⼯場

⾼容量セル出荷開始
（2019年11⽉）

⼤連⼯場

第2棟 セル⽣産開始
（2019年11⽉）

トヨタ⾃動⾞様とのJV設⽴

設⽴準備を順調に推進中

• 業界No.1電池の開発加速と安定供給体制の確⽴のため、合弁会社を設⽴予定
-  競争法承認取得済。2020年春頃の合弁会社としての事業開始を⽬指し準備中

• 着実に能⼒拡⼤し、早期の収益貢献実現を⽬指す

0

100

200

300

400

500

600

2012 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19

セル⽣産能⼒(個数)の推移

（年度）

洲本⼯場 ⽣産開始

⼤連⼯場 ⽣産開始

姫路⼯場 ⽣産開始

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み

※12年度を100とした指数

17

再挑戦事業⑤円筒形電池事業の現状 と 下期の重点取組み

北⽶⼯場
• ⽣産安定化で単⽉⿊字化に⽬処
• 19年度内にフル稼働の⾒込み
⇒着実に稼働率を改善し、下期⿊字化に取組む

• 北⽶⼯場は⽣産安定化により収益が改善
• 更なる固定費削減 と進化し続ける技術開発で、安定的な⿊字体質へ

国内⼯場（住之江・⾙塚）
• 北⽶向け以外の販売減少が響き、

収益悪化
⇒ライン稼働⾒直しを進め、固定費を削減

技術開発
• 密度、安全性で業界をリード

⇒更なる進化で、市場⽔準を超える容量・コストを堅持

セル⽣産能⼒(容量)の推移
（⾞載向け、年換算）

0

100

200

300

400

← 2017 → ← 2018 → ← 2019 →

1Q 2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q  1Q  2Q  3Q  4Q
(予) (予) 

北⽶⼯場
国内⼯場(合計)

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み

※17年度1Qを100とした指数

（年度）

Copyright (C) 2019 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 



本プレゼンテーションには、パナソニックグループの「将来予想に関する記述」に該当する情報が記載されています。本プレゼンテーションにおける記述のうち、過去ま
たは現在の事実に関するもの以外は、かかる将来予想に関する記述に該当します。これら将来予想に関する記述は、現在⼊⼿可能な情報に鑑みてなされたパ
ナソニックグループの仮定および判断に基づくものであり、これには既知または未知のリスクおよび不確実性ならびにその他の要因が内在しており、それらの要因によ
る影響を受けるおそれがあります。かかるリスク、不確実性およびその他の要因は、かかる将来予想に関する記述に明⽰的または黙⽰的に⽰されるパナソニックグ
ループの将来における業績、経営結果、財務内容に関してこれらと⼤幅に異なる結果をもたらすおそれがあります。パナソニックグループは、本プレゼンテーションの
⽇付後において、将来予想に関する記述を更新して公表する義務を負うものではありません。また本プレゼンテーションの開⽰時点において、⾦融商品取引法に
基づく財務諸表の監査⼿続が実施中です。投資家の皆様におかれましては、⾦融商品取引法に基づく今後の提出書類およびその他の当社の⾏う開⽰をご参
照下さい。
なお、上記のリスク、不確実性およびその他の要因の例としては、次のものが挙げられますが、これらに限られるものではありません。かかるリスク、不確実性およびそ
の他の要因は、当社の有価証券報告書等にも記載されていますのでご参照下さい。

• ⽶州、欧州、⽇本、中国その他のアジア諸国の経済情勢、特に個⼈消費および企業による設備投資の動向
• 多岐にわたる製品・地域市場におけるエレクトロニクス機器および部品に対する産業界や消費者の需要の変動
• ドル、ユーロ、⼈⺠元等の対円為替相場の過度な変動により外貨建てで取引される製品・サービスなどのコストおよび価格が影響を受ける可能性
• 資⾦調達環境の変化等により、パナソニックグループの資⾦調達コストが増加する可能性
• 急速な技術⾰新および変わりやすい消費者嗜好に対応し、新製品を価格・技術競争の激しい市場へ遅滞なくかつ低コストで投⼊することができない可能性
• 他企業との提携または企業買収等で期待どおりの成果を上げられない、または予期しない損失を被る可能性
• パナソニックグループが他企業と提携・協調する事業の動向（BtoB（企業向け）分野における、依存度の⾼い特定の取引先からの企業努⼒を上回る価格

下落圧⼒や製品需要の減少等の可能性を含む）
• 多岐にわたる製品分野および地域において競争⼒を維持することができなくなる可能性
• 製品やサービスに関する何らかの⽋陥・瑕疵等により費⽤負担が⽣じる可能性
• 第三者の特許その他の知的財産権を使⽤する上での制約
• 諸外国による現在および将来の貿易・通商規制、労働・⽣産体制への何らかの規制等（直接・間接を問わない）
• パナソニックグループが保有する有価証券およびその他の⾦融資産の時価や有形固定資産、のれん、繰延税⾦資産などの⾮⾦融資産の評価の変動、その

他会計上の⽅針や規制の変更・強化
• ネットワークを介した不正アクセス等により、当社グループシステムから顧客情報・機密情報が外部流出する、あるいはネットワーク接続製品に脆弱性が発⾒さ

れ、多⼤な対策費⽤負担が⽣じる可能性
• 地震等⾃然災害の発⽣、感染症の世界的流⾏、サプライチェーンの⼨断、その他パナソニックグループの事業活動に混乱を与える可能性のある要素
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（参考）19年度 上期実績

（億円）

営業利益

売上⾼

（億円）

7,258

7,472

18年度
上期実績

19年度
上期実績

為替

＋214

主な増減要因

⾞載機器

【売上】
• IVIなどの成⻑製品は伸⻑するも、

中国⾃動⾞市況の悪化、製品サイクルの移⾏期による
販売減をカバーできず、全体で減収

【営業利益】
• 欧州課題件名の開発費の⼤幅な増加、

製品サイクル移⾏期による減販影響により、減益

⾞載電池

【売上】
◇⾓形︓⼤連⼯場への増産投資効果により増収
◇円筒形︓北⽶⼯場の増産投資効果により増収

【営業利益】
◇⾓形︓増販益や固定費抑制により増益
◇円筒形︓国内⼯場の減販影響はあるものの、

北⽶⼯場の増産益で挽回し、全体では増益

⾞載機器 ⾞載電池

その他

▲86 ▲227

その他
損益

調整後営業利益 ▲136

18年度
上期実績

19年度
上期実績営業利益 ▲141

⾞載機器 ⾞載電池

注︓各開⽰単位に含まれる事業 [⾞載機器] インフォテインメント、HMIシステムズ、⾞載システムズ、FICOSA [⾞載電池] オートモーティブエナジー、テスラエナジー

その他

IVI︓In-Vehicle Infotainment

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み
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（参考）売上開⽰事業単位の事業

主な商品・サービス開⽰事業単位

⾞載電池

⾞載機器

 インフォテインメントシステムズ事業部
・ IVI、CDA、カーナビ

 HMIシステムズ事業部
・ スイッチ、サウンドシステム、HUD

 ⾞載システムズ事業部
・ カメラ、ソナー、⾞載充電器、ADAS

 Ficosa International, S.A.
・ ミラー、電⼦ミラー、アンテナ

 オートモーティブエナジー事業部
・ ⾞載⽤リチウムイオン電池(⾓形)

 テスラエナジー事業部（US社）
・ ⾞載⽤リチウムイオン電池(円筒形)

オートモーティブ 2019年度下期および中期的な取り組み

IVI︓In-Vehicle Infotainment
CDA︓Connected Display Audio

ADAS︓Advanced Driver Assistance System    
ECU︓Electronic Control Unit

HMI︓Human Machine Interface
HUD︓Head-Up Display

IVIコックピット カーナビゲーション CDA

コンビネーション
スイッチ

ステアリング
スイッチ

ADAS ECU

⾞載⽤リチウムイオン電池（⾓形、円筒形）

⾞載充電器

プレミアム
サウンドシステム

⾞載カメラ バック＆コーナー
センサー（ソナー）

アンテナ電⼦ミラー（サイド） 電⼦ミラー（インナー）

HUD
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